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は反応性比 (r) の逆数の log l/r と σ 値は直線関係が得られた。
一般にイソニトリノレは遷移金、属に配位して金属錯体を生成することが知られている。イソニトリノレ
と遷移金属との相互作用において，金属の種類，原子価，構造などがどのような影響をおよぼすかを
検討していた際に， Co, Ni ゃ Fe の d8 ， d 10 錯体が触媒活性を有することを知った。金属カノレボニノレ
触媒によるイソニトリノレの重合ではコパノレトやニッケノレのそれが触媒活性を示す。そして， この活性













M(acac)n -Al(C2H5)3 or Al(C2H5)2C1 系では上述したようにコパノレトやニッケノレ錯体が活性を
もつことがわかった。また，触媒系について，ガス発生量，赤外吸収スペクトノレ等の検討の結果，
C01, COO, Nio などが活性種になっていることが認められた口分子量，転化率等の点でも配位重合と
共通点が見出された。乙のことは両者の重合機構における関連性を示唆している。
最後に，金属カノレボニノレーハロゲン化物系によるビ、ニノレ化合物の軍合は Bamford によって研究さ













そして ((πーC5H5) Fe(CO)2J2 やニッケロセンなどがイソニトリノレと反応すると，金属聞にイソニト
リノレが橋状に配位結合した錯体が生成することが明らかにされた。またアノレキノレコパノレト錯体やアノレ
キノレニッケノレ錯体とイソニトリノレとの反応では， アノレキ jレ基と金属との聞にイソニトリノレが挿入され
ることが初めて明らかにされ，乙れからイソニトリノレの配位重合機構が提案されている。
またコバノレトカノレボニノレの存在下でイソニトリノレと四ハロゲン化炭素を反応させると， ジハロアセ
トアミドが生成する乙とが見出され，カノレベン中間体を経ることが明らかにされた。
以上要するに，山本君の研究は，イソニトリノレの重合体を解明し，配位重合機構の研究に関連して
新しいイソニトリル金属錯体の合成や，アノレキノレー金属間へのイソニトリノレの挿入反応を見出すな
ど，イソニトリノレの化学に多くの知見を加えたもので，この論文は理学博士の学位論文として十分価
イ直あるものと認める D
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